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会派：都政を革新する会　　都市環境委員会／災害対策・防犯等特別委員会　

　９月に行われた区議会第 3回定例会で日韓関係につい
て質問しました。杉並区はソウル市ソッチョ区との交流
事業の一環として、交互に職員の派遣を行なっています
が、7月に韓国に派遣された職員から「現地では反日感
情は感じない。むしろ友好的で日本との関係を気にかけ
てくれている」との報告があったそうです。
　「杉並区としてより積極的な日韓交流事業を実施すべ
き」「朝鮮第９初級学校に支援活動をすべき」など区の
姿勢を質しましたが、田中区長は明言を避けました。
　また、佐々木千夏区議（正理の会）が定例会で行った
民族差別の暴言に対し、声明を発しました（４面に掲載）。
　今こそ、日韓民衆の国境を越えた連帯が求められてい
ます。１１月３日に国際連帯の労働者集会が日比谷野音
で行われます（正午開会）。杉並から集まりましょう。
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佐々木千夏・杉並区議の民族排外・差別暴言を許さない

都政を革新する会
杉並区議会議員　ほらぐち ともこ

　９月１３日杉並区議会第３回定例会で、佐々木千夏区議（正理の会）が「朝鮮通信使は各地で
女性に対する暴行・殺人・強盗を繰り返していた、関東連合のようなやくざ、凶悪犯罪者集団」「創
氏改名は朝鮮人の方が…（中略）…日本式に変えてほしいという要望があって、日本政府がしか
たなく許可した」「在日朝鮮人の子からいじめ受けているという相談もある。大人の間でも、朝
鮮人男性からセクハラを受けた…（後略）」などという、悪意に満ちたまったく事実無根のデマ
と民族差別を煽る発言をしました。絶対に許せません。
　佐々木氏はこれらのデマを「子どもたちに副読本として与えるべき」と主張し、歴史をねじ曲
げた排外主義教育を要求しているのも許すことはできません。
今回の発言の背景にあるのは、安倍政権とマスコミが一体となった「韓国バッシング」、関東大
震災における朝鮮人虐殺を居直り追悼文送付を３年連続拒否した小池都知事、さらに丸山穂高議
員の「北方領土や竹島（独島）を戦争でとり返せ」発言など、日本政府や一部の政治家がかつて
の侵略戦争を反省せず、いま新たに戦争や他民族への・排外・差別を煽り立てていることです。

　私たちは９月１１日の一般質問で、「日韓対立の元凶は日本政府が侵略・植民地支配による責
任を日韓基本条約も通じてすべて頬かむりしてきたこと、さらには、日米安保軍事同盟がトラン
プ大統領の対中激突と安倍首相による改憲策動によって具体的な戦争同盟へと変貌してきたこと
にある」と意見を述べ、「田中区長は現在の日韓対立の本質についてどう捉えているか？」と質
問をしました。しかし、田中区長自身から明確な回答は一切ありませんでした。こうした田中区
長の政治姿勢が、佐々木氏のような民族排外・差別発言を引き出しているのです。そもそも杉並
区においては、東京朝鮮第九初級学校を中心にして、地域の在日朝鮮人・韓国人、日本人、教育
関係者や区および区議会、何よりも子どもたち同士の交流が長年にわたって積み重ねられてきま
した。そのすべてを踏みにじるのが今回の事態です。

　私たちは、議会の権力を使って発言の取り消しや辞任を迫ることには反対の立場です。佐々木
氏はみずから発言を全面撤回すべきです。
　私たちは改憲・戦争に向かう政治の流れを止め、社会を変える唯一の道は、国境を越えた労働
者民衆の団結した行動であると確信しています。その立場で今後も民衆とともに議会内外で闘っ
ていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１９年９月２６日

区長に質問し、　　　声明を発しました佐々木区議
　暴言に

「幼保無償化」 に反対意見を述べました
「無償化」はペテン！
国が補助金を出すのは今年度のみ
　幼保無償化について反対意見を述べます。
　安倍政権は１０月から消費税の１０％への
引き上げとともに「幼児教育・保育無償化」
を始めようとしています。しかし、国が財政
を出すのは今年度のみであり、すでに国は「無
償化を２年で見直す」ことも示唆しています。
消費税１０％をのませるためのペテンでは？
との声も聞きます。
　たしかに「無償化」とは聞こえがいい言葉
ですが、実際には各自治体に「経費削減」の

大変な圧力となって、公立保育園・幼稚園・
こども園をつぶして民営化したり、公立・民
間を問わず職員の非正規雇用の拡大につなが
ると考えます。

　政府は、３～５歳児の認可保育園・幼稚園・
こども園の利用料を無償化し（給食費は保護
者負担のまま）、住民税非課税世帯（低所得
世帯）だけは０～２歳児も無償化の対象とす
るとしています。　
　一方、認可外保育施設やベビーシッターな
どにも利用料を補助し、施行から５年間は国

杉並区議会
第２回臨時会

阿佐ヶ谷駅前再開発反対の街頭行動に参加して
います（８月２日　杉並区役所前）



　私は無償化に反対なのではありません。すべ
ての子どもが健やかに成長できるように、社会
全体で子育てを支える仕組みを作るべきと考え
ています。貧困や格差の拡大、少子化の加速な
どの現実を見ても、本来子育ての費用は無償化
すべきと考えています。
　私が来年度実施の幼保無償化に反対した理由
は、来月からの消費税 10%を押し付けるため
に「幼保無償化」を利用する政府の政策に疑問
を感じたからです。今回の無償化は、働きなが
ら子育てをする保護者のためにつくられてきた
公立保育所をなくしていく仕組みになっていま
す。民間事業者が保育所を建設する場合、国や
都道府県が補助を行い、実際に保育行政を行う
自治体の負担は少なくなっています。しかし、
老朽化した公立保育所を公立のまま建て替えた
り、新たに公立保育所を建設すると全て自治体
負担となる仕組みです。自治体がこれを理由に
保育所を民営化する方向になる。この仕組みに
反対しています。 
　もちろん、民間の保育園も素晴らしい保育を
行なっているところがたくさんあると思いま
す。保護者・保育士のみなさんの思いを受け
止め、ご指摘の通り、私自身もっと保育の現場
について学ばなければならないと思っておりま
す。今回ご意見をいただき本当に感謝していま
す。私の区内の友人もみな共働きで、「３歳の
壁」や２歳児以下の保育料が値上げされる問題
など、大変な課題が山積みだと痛感しています。
　ぜひ、今後も子育てに関わるご意見をお寄せ
いただければと思います。
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を１人の保育士でみることが日常的にあっ
た」といいます。
　何より許せないのは、保育士に対して、裏
の雇用契約書が存在し、月給制なのに祝日分
減額、欠勤や遅刻・早退で１万円給与減額、
無断欠勤すれば７日間、３０分以上の遅刻は
２日間のただ働き。保護者を待たせたら１０
日間のただ働きと、「お客様宅にて謝罪」な
どの奴隷労働を強制していたことです。夜は
ベビーシッターをやらされ、保育士は「園長
には何を言っても却下され」「過酷な勤務で

心身はボロボロ」となり、辞めることさえ許
されなかったといいます。
　これが、子ども・子育て新制度＝民営化が
もたらした結果であり、杉並区も決して無縁
ではありません。
　幼保無償化は子どもたちの安全破壊や保育
士の使い捨てにつながります。幼保無償化の
狙いは公立保育園つぶしと民営化です。
　これらの理由から、幼保無償化に反対しま
す。

　子どもが認可外保育施設に
通っています。認可外ですが
とてもいい保育施設です。入
園させるにあたり、認可、認
証、認可外を何十軒も回りま
した。もちろん杉並区だけで

なく近隣の区の施設も見学しました。
　認証、認可外施設は独自の保育理念の
うえで、保育士さんも皆さん生き生き働
いています。その分もちろん保育料は認
可保育所よりも高額になりますが、その
ときに杉並区の補助や今回の無償化にと
もなう補助は親にとって大変ありがたい
ものです。
　もちろん命を預ける保育士さんへの補
助や給与は十分であるべき、と親はわ
かっていますし、常に子供を見て下さる
保育士さんを尊敬して感謝しています。
子どもの安全確保のためにはこのような
国や区からの”補助”は今後ますます必
要です。そしてそれが保育士さんの職場
環境がよくなることはいいことだと思い
ますし、保育料無償化は安易に保育士の
劣悪な職場環境になる、という考えで反
対するのはどうかと思います。
　ぜひ認可外保育施設を何軒かご覧に
なってください。保育士さんの離職率は
低いですし本当にとてもいい施設ばかり
ですよ。補助というのが親にとってどれ
だけありがたいものかをどうかわかって
いただければと思います。

区民の方からのメール（要約）が定める保育士の数や施設面積などの基準を
下回る施設も認めるとしました。
　「少しでも保育の費用が減れば助かる」と
考える世帯も多いかと思いますが、「保育士
がすぐ辞めざるをえない、集まらない原因と
なっている職場の環境と労働条件の改善が先
ではないか」「認可外の施設が増えてしまう
のでは」という声も上がっています。

保育現場の切実な声
　先日、都内で働く保育士から次のような連
絡がありました。

「幼保無償化になると、皆が預けたくなり
ますよね？ そのときに受け入れる体制は
ありますか？ 施設を準備出来たとして、
働く保育士の確保が出来ますか？ 保育が

「サービス」になっていて、子どものため
の「育ち」を保証するものになっていま
せん！ 規制緩和によって定数にたいして
の保育士の数も減らされているので、安
全を守るのも難しくなっています。施設
も園庭がなかったり室内も走るスペース
がなかったり、子どもたちが楽しく遊ぶ
環境がありません。それに保育がサービ
スになって汚れ物まで洗うところも多く、
雑用の負担があり、本当に大変です！　
高所得の人まで無償化する必要があるの
かも疑問です！　そのぶん子ども達に必
要な絵本などの遊具を買ったり、保育の
質を高めるために使わせてもらえたら良
いと思います。」

　最大の問題は公立の認可園の無償化費用は
国が払うのではなく、全額が自治体負担とな
ることです。私立園やベビーシッターなどの
費用も、国が２分の１、都道府県が４分の１、
市町村が４分の１を負担する。その結果、自
治体ではこれまで以上に「経費削減」が叫ば
れ、民営化による「安上がりな保育」が進め
られることは容易に想像できます。

保育民営化を進める田中区政
　昨日、保健福祉委員会を傍聴しました。
　田中区長は「子育ては親の責任、というの

が私の持論。保
育は女性の社会
進出など社会の
変化に合わせて
整備すべき。食
材費は当然にも
親が持つべき。
なぜ親が働くの
かといえば、家族や子どもを養うために働い
ている。今回食材費を認可保育園でとらない
のは、事務員を雇うなどのコストが少なくて
すむから」という発言をしていました。
　田中区長のもとで民営化が進み、どれだけ
多くの非正規雇用が生み出されたのでしょう
か。食材費を払えるかどうか心配な保護者が
膨大に生み出されている社会のあり方こそ問
われなければいけません。
　子どもの貧困が問題になっていますがその
本質は保護者の貧困、労働者の貧困です。ギ
リギリで子育てをしている労働者、人員削減
によって現場で大変な苦労をしている保育士
のことよりも、「いかに安くすむか」しか考え
ない区長の発言に強い憤りを感じます。

「わんずまざー保育園」が示す、
保育民営化の現実
　保育現場ではすでに「３～５歳児担当の保
育士は昼食も一緒にとるため休憩時間がとれ
ない」「超勤してもなかなか言いづらくて超勤
申請していないのが実態」「持ち帰り残業が多
すぎる」などの声が上がっています。保育の
質や安全は働く人たちの待遇・環境にかかっ
ています。保育士が大切にされない社会は子
どもたちも大切にされません。
　定員の２倍近くの子どもを預かり、８０人
の子どもに３０数人分の給食を分けて与え、
幼児のおかずがスプーン１杯しかなかったと
いう兵庫県姫路市の認定こども園「わんずま
ざー保育園」の実態は、民営化と子ども・子
育て支援制度の問題点を浮き彫りにしました。
０歳児にはテーブルもなく床に食器を置いて、

「猫まんま」状態で食べさせていた。「一時保育」
の名で毎日預かりをし、「０歳児だけで１０人


